
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

自殺総合対策東京会議 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜委員の構成＞ 
◎住友眞佐美（福祉保健局保健政策部参事） 
○白井徳満（社会福祉法人いのちの電話理事長） 
 南直樹（日本放送協会解説委員） 
 前田英之（東日本旅客鉄道株式会社お客さまサービス部課長） 
 牛島三重子（江東区立南砂小学校校長） 
 徳丸享（板橋区保健所予防対策課精神難病ｸﾞﾙｰﾌﾟ主任主事） 
 貝瀬由明（生活文化スポーツ局広報広聴部広報課長） 
 小林正樹（産業労働局雇用就業部労働環境課長） 
 黒崎一朗（教育庁総務部教育政策室政策担当課長） 
 井上悟（中部総合精神保健福祉センター広報援助課長） 
 山口久美子（多摩小平保健所副参事） 
 
 
○第１回 （８月２７日） 
 ・9月「自殺防止！東京キャンペーン」の取組について 
 ・キャンペーンポスターの公募について 
 
○ 第２回 （１１月１２日） 
・9月キャンペーンの取組報告について 
 ・3月キャンペーンの取組予定について 
併せてキャンペーンポスターの審査会を実施 
 応募作品１２点、最優秀１点、優秀１点を選考 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜委員の構成＞ 
◎梶山純一（福祉保健局技監） 
○目澤朗憲（社団法人東京都医師会理事） 
 島 悟（京都文教大学人間学部臨床心理学科教授） 
 平川淳一（社団法人東京精神科病院協会理事） 
 平川博之（東京精神神経科診療所協会会長） 
 田邉紀行（東京都民生児童委員連合会常任協議員） 
 染谷政克（東京商工会議所総務統括部人事課長） 
 堀一郎（東京私立中学高等学校協会東京私学教育研究所所長） 
 清水康之（NPO法人自殺対策支援センターライフリンク代表）
 鎌倉由起（杉並保健所保健予防課） 
 小林正樹（産業労働局雇用就業部労働環境課長） 
 若林彰（教育庁指導部健全育成担当課長） 
 伊藤博人（東京消防庁救急部救急医務課長） 
 熊谷直樹（多摩総合精神保健福祉センター保健福祉部長） 
 田中修子（多摩立川保健所副参事） 
 
○第１回 （１０月１２日） 
 ・ゲートキーパー養成事業 
 ・教育庁における児童・生徒の自殺予防に向けた取組 
 ・こころといのちの相談・支援東京ネットワーク事業 
 ・うつ診療充実強化研修事業 
 
○第２回 （２月５日） 
 ・平成１９年度における事業の取組状況について 
 ・平成２０年度に向けた取組の充実について 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜委員の構成＞ 
◎菊本弘次（福祉保健局障害者施策推進部参事） 
○平山正実（聖学院大学大学院教授） 
 亀井時子（日本司法支援センター東京地方事務所副所長） 
 岡本淳子（立正大学心理学部教授） 
 西田正弘（あしなが育英会虹の家課長） 
 宮原恵子（練馬区健康福祉事業本部健康部保健予防課保健指導主査） 

 寺西新（教育庁学務部学校健康推進課長） 
 諏訪彰弘（警視庁生活安全部管理官生活安全総務課長代理）

 室井豊（福祉保健局医療政策部救急災害医療課長） 
 野津眞（中部総合精神保健福祉センター保健福祉部長） 
 松島郁子（西多摩保健所副参事） 
 
 
○第１回 （１月２１日） 
 ・各機関・団体における遺族支援の取組について 
 ・東京都における遺族支援の進め方について 
  

分科会の設置及び審議状況について 

普及啓発・教育分科会 

＜目的＞ 
都民への効果的な普及啓発・自殺予防教育などにつ
いて検討する。 
＜主な検討項目＞ 
・東京キャンペーンを実施するなど、自殺や精神疾患について

の正しい知識の都民に対する効果的な普及啓発 
・学校などにおいて、命の大切さを実感できる教育の推進 
・職場や地域におけるメンタルヘルス対策の推進 

早期発見・早期対応分科会 

＜目的＞ 
自殺念慮者や未遂者に対する早期発見・対応の有効
策や自殺未遂者の再度の自殺防止方策を検討する。 
＜主な検討項目＞ 

・身近な人の顔色や態度、言葉などから自殺のサインを読み取

り、専門家の紹介などを行うゲートキーパーの養成 

・悩みに応じた相談・支援を受けられるよう、民間団体も含め

た関係機関等によるネットワークの構築 
・産業医・かかりつけ医と精神科医療機関との連携強化 

遺族支援分科会 

＜目的＞ 
自死遺族等に対する適切な支援のあり方を検討す
る。 
＜主な検討項目＞ 
・自死遺族等の心理的影響を和らげるための方策、各種相

談窓口、民間団体の紹介など自死遺族支援策 

・学校、職場での自殺や自殺未遂の発生直後の周囲の人々

への心理的ケアなど 
 

資料１ 

◎分科会会長 
○分科会副会長 


